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間平均 76%の精度での判別が可能であり、用いるデータを 3s間分にすることで平均 81%での判別
が可能であることが示された。4段階のうち従来判別が検討されて来なかったのは、刺激非注視
状態においてどちらの刺激周辺を注視しているかを判別する周辺刺激判別である。これに対し、
同期加算波形の前後半の合計値比較を行うことで、周辺刺激を被験者平均 84%、被験者によって
は 90%以上の精度で判別することに成功した。
また判別手法を得る過程で、一般的な 1周期ずらし同期加算波形に加え、同期加算時のずらし
間隔を刺激の半周期分に変更した半周期ずらし同期加算波形や、左右視覚野の両チャンネルの波
形の加算平均を取った複数チャンネル加算平均同期加算波形の脳波インタフェース研究に対する
有効性が示された。
今後は、周辺視時の VEP発生をより効果的に促す点滅刺激呈示条件や脳波計測条件の検討によ
り、更なる精度向上と選択肢数増加が見込まれる。
